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令和元年度 決算の概要 

 

１ 令和元年度 決算総括表 

 （１）歳入 

（単位：円） 

会計別 
 令和元年度 

決算額  

 平成 30 年度 

決算額  

 前年度比較 

 増減率％ 

一 般 会 計 7,078,748,066 7,046,815,538 31,932,528 0.5 

特 別 会 計 3,323,646,117 3,696,160,250 △372,514,133 △10.1 

 国民健康保険特別会計 

事業勘定 
1,143,417,531 1,224,705,110 △81,287,579 △6.6 

国民健康保険特別会計 

診療施設勘定 
158,800,004 157,175,786 1,624,218 1.0 

介護保険特別会計 834,430,495 847,595,813 △13,165,318 △1.6 

後期高齢者医療特別会計 164,819,072 165,785,631 △966,559 △0.6 

公共下水道事業特別会計 1,022,179,015 1,300,897,910 △278,718,895 △21.4 

公営企業会計  

 

水 道 事 業 

収益的収入 収益的収入 収益的収入 収益的収入 

345,542,808 359,238,072 △13,695,264 △3.8 

資本的収入 資本的収入 資本的収入 資本的収入 

36,798,800 35,618,400 1,180,400 3.3 

 

【概要説明】 

令和元年度決算のうち一般会計の歳入は７０億７，８７４万８，０６６円となり、前年度比３，

１９３万２，５２８円、０．５％の増となりました。 

一方、特別会計は、国民健康保険特別会計事業勘定の歳入が１１億４，３４１万７，５３１円、

前年度比８，１２８万７，５７９円、６．６％の減、国民健康保険特別会計診療施設勘定の歳入が

１億５，８８０万４円、前年度比１６２万４，２１８円、１．０％の増、介護保険特別会計の歳入

が８億３，４４３万４９５円、前年度比１，３１６万５，３１８円、１．６％の減、後期高齢者医

療特別会計の歳入が１億６，４８１万９，０７２円、前年度比９６万６，５５９円、０．６％の減、

公共下水道事業特別会計の歳入が１０億２，２１７万９，０１５円、前年度比２億７，８７１万８，

８９５円、２１．４％の減となりました。特別会計全体では、前年度比３億７，２５１万４，１３

３円、１０．１％の減となりました。 

水道事業会計は、収益的収入では３億４，５５４万２，８０８円、前年度比１，３６９万５，２

６４円、３．８％の減、資本的収入では３，６７９万８，８００円、前年度比１１８万４００円、

３．３％の増となりました。 
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 （２）歳出 

（単位：円） 

会計別 
 令和元年度 

決算額  

 平成 30 年度 

決算額  

 前年度比較 

 増減率％ 

一 般 会 計 6,753,239,556 6,710,058,153 43,181,403 0.6 

特 別 会 計 3,238,938,004 3,631,728,726 △392,790,722 △10.8 

 国民健康保険特別会計 

事業勘定 
1,128,347,633 1,207,329,250 △78,981,617 △6.5 

国民健康保険特別会計 

診療施設勘定 
151,642,215 154,219,357 △2,577,142 △1.7 

介護保険特別会計 802,241,891 823,003,112 △20,761,221 △2.5 

後期高齢者医療特別会計 161,592,264 162,104,317 △512,053 △0.3 

公共下水道事業特別会計 995,114,001 1,285,072,690 △289,958,689 △22.6 

公営企業会計  

 

水 道 事 業 

収益的支出 収益的支出 収益的支出 収益的支出 

340,778,482 363,052,274 △22,273,792 △6.1 

資本的支出 資本的支出 資本的支出 資本的支出 

117,067,520 95,440,320 21,627,200 22.7 

 

【概要説明】 

令和元年度決算のうち一般会計の歳出は６７億５，３２３万９，５５６円となり、前年度比４，

３１８万１，４０３円、０．６％の増となりました。 

一方、特別会計は、国民健康保険特別会計事業勘定の歳出が１１億２，８３４万７，６３３円、

前年度比７，８９８万１，６１７円、６．５％の減、国民健康保険特別会計診療施設勘定の歳出が

１億５，１６４万２，２１５円、前年度比２５７万７，１４２円、１．７％の減、介護保険特別会

計の歳出が８億２２４万１，８９１円、前年度比２，０７６万１，２２１円、２．５％の減、後期

高齢者医療特別会計の歳出が１億６，１５９万２，２６４円、前年度比５１万２，０５３円、０．

３％の減、公共下水道事業特別会計の歳出が９億９，５１１万４，００１円、前年度比２億８，９

９５万８，６８９円、２２．６％の減となりました。特別会計全体では、前年度比３億９，２７９

万７２２円、１０．８％の減となりました。 

水道事業会計は、収益的支出では３億４，０７７万８，４８２円、前年度比２，２２７万３，７

９２円、６．１％の減、資本的支出では１億１，７０６万７，５２０円、前年度比２，１６２万７，

２００円、２２．７％の増となりました。 
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２ 令和元年度一般会計決算 目的別歳入歳出決算比較表 

 

（歳入） 

（単位：円） 

科 目 
令和元年度 

決算額  

 平成 30 年度 

決算額  
増減額 

増減率 

％ 

構成比 

％ 

１．町税 4,637,707,983 4,689,166,936 △51,458,953 △1.1 65.5 

２．地方譲与税 55,674,606 58,480,966 △2,806,360 △4.8 0.8 

３．利子割交付金 2,364,000 5,154,000 △2,790,000 △54.1 0.0 

４．配当割交付金 12,118,000 10,391,000 1,727,000 16.6 0.1 

５．株式等譲渡所得割交付金 6,670,000 8,377,000 △1,707,000 △20.4 0.1 

６．地方消費税交付金 278,583,000 285,981,000 △7,398,000 △2.6 3.9 

７．自動車取得税交付金 8,746,732 15,629,000 △6,882,268 △44.0 0.1 

８．環境性能割交付金 2,179,000 － 2,179,000 皆増 0.0 

９．地方特例交付金 65,016,000 13,934,000 51,082,000 366.6 0.9 

10．地方交付税 1,886,000 7,438,000 △5,552,000 △74.6 0.0 

11．交通安全対策特別交付金 2,129,000 2,468,000 △339,000 △13.7 0.0 

12．分担金及び負担金 61,694,776 84,982,639 △23,287,863 △27.4 0.9 

13．使用料及び手数料 37,614,645 40,549,361 △2,934,716 △7.2 0.5 

14．国庫支出金 501,557,648 485,109,789 16,447,859 3.4 7.1 

15．県支出金 333,101,047 342,078,493 △8,977,446 △2.6 4.9 

16．財産収入 142,630,430 173,897,150 △31,266,720 △18.0 2.0 

17．寄附金 1,211,343 4,283,702 △3,072,359 △71.7 0.0 

18．繰入金 605,285,850 432,569,740 172,716,110 39.9 8.6 

19．繰越金 167,757,385 220,085,600 △52,328,215 △23.8 2.4 

20．諸収入 154,820,621 166,239,162 △11,418,541 △6.9 2.2 

歳入合計 7,078,748,066 7,046,815,538 31,932,528 0.5 100.0 

 

【概要説明】 

一般会計決算の歳入では、町税が ４６億３，７７０万７，９８３円で、前年度比５，１４５万

８，９５３円、１．１％の減となっています。歳入全体に占める割合は、６５．５％と最も多くな
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っています。町税の主なものは、固定資産税が３３億２，５１９万２，４０９円、個人町民税が９

億４，６８９万５，１６８円です。 

地方消費税交付金が２億７，８５８万３，０００円、前年度比７３９万８，０００円、２．６％

の減となりました。 

国庫支出金が５億１５５万７，６４８円で、前年度比１，６４４万７，８５９円、３．４％の増、

国庫支出金の主なものは、児童手当負担金が１億９，６３１万１，３３３円、障害者介護給付費等

負担金が１億１，６９０万７，７０５円、子ども・子育て支援交付金２，３１２万９，０００円で

す。 

県支出金が３億３，３１０万１，０４７円で、前年度比８９７万７，４４６円、２．６％の減、

県支出金の主なものは、障害者介護給付費等負担金が５，８４５万３，８５２円、児童手当負担金

が４，１６０万１，８３３円、子ども医療費補助金が２，２０８万２，９６６円です。 

財産収入が１億４，２６３万４３０円で、前年度比３，１２６万６，７２０円、１８．０％の減、

財産収入の主なものは、各基金の運用による利子収入が１億８３１万３，７６３円、土地の賃貸料

が３，４０６万３，１１７円です。 

繰入金が６億５２８万５，８５０円、前年度比１億７，２７１万６，１１０円、３９．９％の増、

繰入金の主なものは、財政調整基金繰入金が４億８，８２３万１，０００円、減債基金繰入金が４，

８９９万７，０００円です。 

 一般会計の歳入全体では７０億７，８７４万８，０６６円となり、前年度比３，１９３万２，５

２８円、０．５％の増となりました。 
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（歳出） 

（単位：円） 

科 目 
令和元年度 

決算額  

 平成 30 年度 

決算額  
増減額 

増減率 

％ 

構成比 

％ 

１．議会費 92,044,371 92,400,883 △356,512 △0.4 1.4 

２．総務費 893,481,597 874,775,316 18,706,281 2.1 13.2 

３．民生費 2,004,388,398 1,840,594,320 163,794,078 8.9 29.7 

４．衛生費 417,662,852 431,750,926 △14,088,074 △3.3 6.2 

５．農林水産業費 117,833,121 92,790,509 25,042,612 27.0 1.7 

６．商工費 19,045,791 18,007,285 1,038,506 5.8 0.3 

７．土木費 1,014,279,759 947,940,694 66,339,065 7.0 15.0 

８．消防費 276,233,024 420,904,034 △144,671,010 △34.4 4.1 

９．教育費 1,033,397,272 887,477,039 145,920,233 16.4 15.3  

10．災害復旧費 0 0 0 - 0.0 

11．公債費 51,712,896 32,523,640 19,189,256 59.0 0.8 

12．諸支出金 833,160,475 1,070,893,507 △237,733,032 △22.2 12.3 

13．予備費 0 0 0 - 0.0 

歳出合計 6,753,239,556 6,710,058,153 43,181,403 0.6 100.0 

 

【概要説明】 

一般会計決算の歳出では、総務費が８億９，３４８万１，５９７円で、前年度比１，８７０万６，

２８１円、２．１％の増となりました。 

民生費が２０億４３８万８，３９８円で、前年度比１億６，３７９万４，０７８円、８．９％の

増となりました。 

衛生費が４億１，７６６万２，８５２円で、前年度比１，４０８万８，０７４円、３．３％の減

となりました。 

土木費が１０億１，４２７万９，７５９円で、前年度比６，６３３万９，０６５円、７．０％の

増となりました。 

教育費が１０億３，３３９万７，２７２円で、前年度比１億４，５９２万２３３円、１６．４％

の増となりました。 

諸支出金が８億３，３１６万４７５円で、前年度比２億３，７７３万３，０３２円、２２．２％
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の減となりました。 

 一般会計の歳出全体では６７億５，３２３万９，５５６円となり、前年度比４，３１８万１，４

０３円、０．６％の増となりました。 

豊田地区水防倉庫建設事業の完了に伴い、消防費の決算額が前年度比３４．４％の減、また、平

成２７年度に借り入れた衛生債の元金償還が始まったため、公債費の決算額が前年度比５９．０％

の増となったことが特徴のひとつです。 

また、歳出決算額の構成比は、民生費が２９．７％と一番高く、次いで教育費、土木費、総務費、

諸支出金の順となりました。 
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３ 令和元年度一般会計決算 性質別比較表 

 

                                （単位：千円） 

区  分 
令和元年度 

決算額  

 平成 30 年度 

決算額  
増減額 増減率％ 構成比％ 

◆人件費 944,763 895,813 48,950 5.5 14.0 

○物件費 1,374,042 1,301,191 72,851 5.6 20.3 

○維持補修費 23,453 26,348 △2,895 △11.1 0.4 

◆扶助費 898,505 852,769 45,736 5.4 13.3 

○補助費等 811,795 638,979 172,816 27.0 12.0 

■普通建設事業費 692,326 817,432 △125,106 △15.3 10.3 

■災害復旧事業 0 0 0 0.0 0.0 

◆公債費 51,713 32,524 19,189 59.0 0.8 

○積立金 839,660 1,089,925 △250,265 △23.0 12.4 

○貸付金 9,150 10,720 △1,570 △14.6 0.1 

○繰出金 1,107,833 1,044,357 63,476 6.1 16.4 

歳出合計 6,753,240 6,710,058 43,182 0.6 100.0 

 

区  分 
令和元年度 

決算額  

 平成 30 年度 

決算額  
増減額 増減率％ 構成比％ 

◆義務的経費 1,894,981 1,781,106 113,875 6.4 28.1 

■投資的経費 692,326 817,432 △125,106 △15.3 10.2 

○その他の経費 4,165,933 4,111,520 54,413 1.3 61.7 

歳出合計 6,753,240 6,710,058 43,182 0.6 100.0 

 

 

【概要説明】 

一般会計歳出決算の性質別では、物件費が１３億７，４０４万２千円で、前年度比７，２８５万

１千円、５．６％の増となっています。歳出全体に占める割合は、２０．３％と最も多くなってい

ます。増となった主な理由は、小中学校にタブレット端末等を整備したことにより小中学校ＩＣＴ

環境整備事業費が２，９２０万５千円の増となったことなどによるものです。 

繰出金が、１１億７８３万３千円で、前年度比６，３４７万６千円、６．１％の増、歳出全体に

占める割合は、１６．４％となっています。増となった主な理由は、公共下水道事業会計繰出金（２

３，００６千円の増）、国民健康保険特別会計事業勘定（１９，９３９千円の増）などによるもので

す。 
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扶助費が、８億９，８５０万５千円で、前年度比４，５７３万６千円、５．４％の増、歳出全体

に占める割合は、１３．３％となっています。増となった主な理由は、障害者介護給付費（２，７

５５千円の増）、児童通所給付費（９，２３１千円の増）などによるものです。 

義務的経費の決算額は、１８億９，４９８万１千円で、前年度比１億１，３８７万５千円、６．

４％の増となっています。歳出全体に占める割合は、２８．１％となっています。 

投資的経費の決算額は、６億９，２３２万６千円で、前年度比１億２，５１０万６千円、１５．

３％の減となっています。歳出全体に占める割合は、１０．２％となっています。 
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地方債の現在高 

地方債現在高表 

（単位：円） 

会 計 別 
平成 30 年度末

現在高 

令和元年度中の増減 令和元年度末 

現在高 借入額 元金返済額 

一 般 会 計 431,755,603  48,996,080 382,759,523 

特 別 会 計 4,722,886,021 63,900,000 447,949,544 4,338,836,477 

 国民健康保険 

診療施設勘定 
22,070,722  5,162,854 16,907,868 

公共下水道事業 4,700,815,299 63,900,000 442,786,690 4,321,928,609 

合  計 5,154,641,624 63,900,000 496,945,624 4,721,596,000 

 

【概要説明】 

町は、臨時的に多額の費用が必要な場合や、将来の住民にも経費を負担していただくことが公

平と考えられる場合には、世代間の負担に不均衡が生じないよう、また、財政規模とのバランス

を考慮しながら、国などからお金を借り入れています。 

令和元年度の借入額及び返済額は上記の地方債現在高表のとおりなっています。 

一般会計では、令和元年度中の借入れはなく、過去の借入金に対して令和元年度中に返済した額

は、４，８９９万６，０８０円で、令和元年度末の借入現在高は３億８，２７５万９，５２３円と

なっています。 

国民健康保険特別会計診療施設勘定では、令和元年度中の借入れはなく、過去の借入金に対して

令和元年度中に返済した額は、５１６万２，８５４円で、令和元年度末の借入現在高は１，６９０

万７，８６８円となっています。 

公共下水道事業特別会計では、令和元年度に６，３９０万円を借り入れました。過去の借入金に

対して令和元年度中に返済した額は、４億４，２７８万６，６９０円で、令和元年度末の借入現在

高は４３億２，１９２万８，６０９円となっています。 

町全体での地方債の状況は、平成３０年度末借入現在高が５１億５，４６４万１，６２４円、令

和元年度末現在高が４７億２，１５９万６，０００円となっており、４億３，３０４万５，６２４

円の減となっています。 
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基金の現在高 

基金現在高表 

   （単位：円） 

 

 

平成 30年度末現在高 

 

 

令和元年度積立額 

 

 

令和元年度取崩額 

 

 

令和元年度末現在高 

 

財政調整基金 9,789,418,000 215,499,000 488,231,000 9,516,686,000 

公営住宅建設基金 8,921,000 1,000 － 8,922,000 

環境整備事業基金 200,499,056 542,300 42,092,536 158,948,820 

減債基金 3,228,509,000 17,075,000 48,997,000 3,196,587,000 

電源立地促進対策 

交付金事業維持基金 
44,071,909 45,175 － 44,117,084 

ふるさと 

水と土保全基金 
12,074,195 147,000 － 12,221,195 

教育文化振興基金 1,012,150,000 － － 1,012,150,000 

ふるさと創生事業基金 114,587,000 － － 114,587,000 

公共施設建設基金 4,165,781,000 430,460,000 － 4,596,241,000 

公共建築物維持基金 4,428,276,000 330,745,000 － 4,759,021,000 

安全なまちづくり基金 1,087,333,000 4,231,000 － 1,091,564,000 

いきいきまちづくり基金 1,182,182,000 8,724,000 20,599,000 1,170,307,000 

交通安全対策事業基金 6,592,313 － 1,000,000 5,592,313 

ふるさと応援基金 8,470,000 1,190,000 3,463,000 6,197,000 

大きく羽ばたけ基金 2,270,000 － 222,000 2,048,000 

 

【概要説明】 

基金全体（定額運用基金除く）における令和元年度末の現在高は、２５６億９，５１８万９，４

１２円で、平成３０年度末より、４億４０５万４，９３９円増えています。 

そのうち、年度間の財源の不均衡を調整するための財政調整基金が９５億１，６６８万６，００

０円となりました。その他、減債基金が３１億９，６５８万７，０００円、公共施設建設基金が４

５億９，６２４万１，０００円、公共建築物維持基金が４７億５，９０２万１，０００円となりま

した。それぞれ基金には、計画を見据えて積立てを行うとともに、必要なときに取り崩して使用す

るなどして、財政負担の平準化と財源の有効活用を図っています。 
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●主要事業一覧 

  １．総務費 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

公共施設個別施設計画策

定事業 

新規 

公共施設の適切な維持管理を

目的に、施設の長寿命化等計画

を策定します。（事業期間：令和

元年度～２年度 ２か年事業） 

９，２８４千円 

【財源内訳】 

  一般財源  9,284 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

行政情報メール配信事業 

継続 

緊急情報や生活安全情報な

ど、行政情報のメール配信サー

ビスを実施しました。保育所、幼

稚園、小学校、中学校の保護者へ

の連絡網としても活用していま

す。 

１，１７８千円 

【財源内訳】 

  一般財源  1,178 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

庁舎電話交換機更新事業 

新規 

役場庁舎の電話交換機を更新

しました。 

２６，４５５千円 

【財源内訳】 

  一般財源   26,455 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

交通安全施設整備事業 

継続 

交通事故を防止するため、交

差点のカラー舗装等の交通安全

施設の整備を実施しました。 

４，７２７千円 

【財源内訳】 

 その他   3,129 千円 

  一般財源   1,598 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

防犯灯ＬＥＤ推進事業 

継続 

防犯対策として、ＬＥＤ防犯

灯４基を新設、既設防犯灯 27基

をＬＥＤ防犯灯へ更新しまし

た。 

４，１３０千円 

【財源内訳】 

  一般財源  4,130 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

各種証明書コンビニ交付

サービス事業 

継続 

個人番号カードを利用した住

民票や町県民税所得証明書等の

各種証明書コンビニ交付サービ

スを実施しました。 

６，６８７千円 

【財源内訳】 

 その他     76 千円 

  一般財源  6,611 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

第７次総合計画策定事業 

新規 

令和３年度からの 10 年間の

まちづくりの方向性を示す「第

７次総合計画」を策定します。

６，７７５千円 

【財源内訳】 

  一般財源  6,775 千円 
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（事業期間：令和元年度～２年

度 ２か年事業） 

 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

川越町長選挙 

新規 

令和２年２月２日執行の川越

町長選挙の執行費用です。（※候

補者１人のため無投票） 

２，８９９千円 

【財源内訳】 

  一般財源  2,899 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

川越町議会議員選挙 

新規 

平成 31 年４月 27 日執行の川

越町議会議員選挙の執行費用で

す。 

７，２８３千円 

【財源内訳】 

  一般財源  7,283 千円 

 

 

 ２．民生費 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

福祉医療費助成事業 

継続 

中学校卒業までの子ども、一

人親家庭や障害のある方の保健

向上を図るため、医療費の一部

助成を行いました。 

１１７，１４０千円 

【財源内訳】 

  県 費  40,084 千円 

  一般財源 77,056 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

ふれあいバス運行事業 

継続 

町内の交通移動手段を確保す

るため、町内を２コースに分け

て巡回する「ふれあいバス」を運

行しました。 

２１，６８２千円 

【財源内訳】 

  その他   20,632 千円 

  一般財源  1,050 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

伊勢湾台風 60 年殉難者追

悼事業 

新規 

伊勢湾台風の被害から 60 年

の節目の年に、殉難者を追悼す

る式典を行いました。 

２９６千円 

【財源内訳】 

  一般財源    296 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

障害者等就労環境整備事

業 

 継続 

障害のある方等が、自分らし

い働き方で活躍できる場の創出

を目的に、農福連携による施行

栽培調査を行いました。 

１４１千円 

【財源内訳】 

 一般財源   141 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

障害者自立支援給付事業 

継続 

障害のある方の、自立と社会

参加を促進するため、介護や訓

練等のサービスを給付しまし

２３８，５４８千円 

【財源内訳】 

 国 費   116,718 千円 
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た。   県 費    58,388 千円 

 一般財源   63,442 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

プレミアム付商品券事業 

新規 

消費税・地方消費税率引上げ

が低所得者・子育て世帯の消費

に与える影響緩和と、地域にお

ける消費を喚起・下支えするこ

とを目的に、プレミアム付商品

券事業を行いました。 

１２，４０３千円 

【財源内訳】 

 国 費    12,402 千円  

一般財源      １千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

学童保育所運営事業助成

事業 

継続 

放課後児童の健全な育成を促

進するため、学童保育所（５か

所）の運営に対して、助成を行い

ました。 

４０，７４３千円 

【財源内訳】 

 国 費   14,600 千円 

  県 費   12,883 千円 

  一般財源  13,260 千円 

 

 

 ３．衛生費 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

各種予防接種事業 

継続 

高齢者インフルエンザや４種

混合などの各種予防接種の実施

と、予防接種費用に対して助成

を行いました。 

４８，０８１千円 

【財源内訳】 

  国 費   1,644 千円 

その他   2,208 千円 

  一般財源 44,229 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

各種検診事業 

継続 

疾病の早期発見のため、５大

がん検診や一般健康診査を実施

しました。 

３５，４６２千円 

【財源内訳】    

 国 費    109 千円 

 その他   3,305 千円 

  一般財源 32,048 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

産婦健康診査事業 

新規 

産後うつ予防等の対策とし

て、産後２週間と１か月の産婦

を対象に健康診査等を実施しま

した。 

９３９千円 

【財源内訳】    

 一般財源  939 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

乳児一般健康診査・幼児健

康診査事業 

乳幼児の病気の予防と早期発

見、健康の保持・増進を図るた

３，５９７千円 

【財源内訳】 
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継続 め、乳幼児健診を実施し、健やか

な成長を支援しました。 

 一般財源  3,597 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

不妊治療費・不育症治療費

助成事業 

継続 

子どもを希望しながらも恵ま

れない夫婦への支援として治療

費用に対して助成を行いまし

た。 

１，５４２千円 

【財源内訳】 

 県 費   426 千円 

一般財源  1,116 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

いきいきセンター非常用

回路整備事業 

継続 

災害等による停電に備えて、

いきいきセンターの非常用回路

増設等を行いました。（事業期

間：平成 30 年度～令和元年度 

２か年事業） 

１６，２２７千円 

【財源内訳】 

  一般財源 16,227 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

ごみ分別置場整備事業 

継続 

不法投棄やカラス等によるご

みの散乱を防止するため、ごみ

ステーションを設置、また、維持

管理のため修繕を行いました。 

２，３７５千円 

【財源内訳】 

 一般財源  2,375 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

環境クリーンセンター運

営管理事業 

継続 

朝日町と協同で運営する「朝

日町、川越町組合立環境クリー

ンセンター」の運営管理に必要

な費用を負担しました。 

８０，８５０千円 

【財源内訳】 

 一般財源  80,850 千円 

 

 

４．農林水産業費 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

用排水路等維持管理事業 

継続 

水田農業対策事業が安定する

よう、用排水路の修繕等を行い

ました。 

主な事業 

・亀尾新田地内用水路測量設計委

託 

・亀尾新田地内用水路修繕工事 

３１，２０１千円 

【財源内訳】  

 一般財源  31,201 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

ふれあい広場ベンチ設置

事業 

新規 

みえ森と緑の県民税市町交付

金を活用し、ふれあい広場にベ

ンチを設置しました。 

５９４千円 

【財源内訳】 

 県 費    525 千円 
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 一般財源    69 千円 

 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

地籍調査事業 

継続 

都市基盤整備の円滑な推進と

災害後の早期復旧に役立つ地籍

調査を亀尾新田・亀崎新田地内

の一部の地域で行いました。 

２０，０７２千円 

【財源内訳】 

 県 費    5,640 千円 

 一般財源  14,432 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

緑化推進事業 

継続 

緑を増やし、育て、守るため、

町内緑地帯の除草、街路樹の剪

定、病害虫防除等の維持管理等

を行いました。 

１１，７８９千円 

【財源内訳】 

 一般財源  11,789 千円 

 

 

５．土木費 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

一般土木事業 

継続 

安全で円滑な地域交通を確保

するため、町道の拡幅や改修・修

繕、員弁川河床樹木の伐採・撤去

を行いました。 

主な事業 

・豊福南北線道路改良工事 

・豊一当新田舗装改良工事 

・福崎７号線道路改良工事 

・川越町道路・産業 GIS 関連修正業 

務 

・員弁川樹木伐採撤去作業 

１６５，９５１千円 

【財源内訳】 

一般財源 165,951 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

朝明ポンプ場維持管理事

業 

継続 

朝明川以南の地域での浸水対

策として、四日市市と共同で設

置している朝明ポンプ場の維持

管理に必要な費用を負担しまし

た。 

８７，９５９千円 

【財源内訳】 

 一般財源  87,959 千円 

 

 

６．消防費 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

避難所運営訓練事業 

継続 

 自主防災組織を中心に女性自

衛消防隊・川越町ボランティア

連絡協議会・陸上自衛隊・四日市

３９５千円 

【財源内訳】 

 一般財源 395 千円 
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市消防署朝日川越分署等が参加

し、総合体育館において避難所

運営訓練を実施しました。 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

木造住宅耐震化事業 

継続 

木造住宅の耐震化を促進する

ため、木造住宅の耐震診断や耐

震補強設計、耐震補強等の事業

を行いました。 

５，４６８千円 

【財源内訳】 

 国 費   2,468 千円 

 県 費    774 千円 

 一般財源   2,226 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

災害用備蓄物資整備事業 

継続 

災害時に備えるため、避難者

や被災者に支給する備蓄用不織

布毛布や避難所用簡易間仕切り

を購入しました。 

６，５７６千円 

【財源内訳】 

 県 費   1,182 千円 

 一般財源  5,394 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

自主防災組織活性化事業 

新規 

 各地区自主防災組織の活動促

進を目的に、自主的に行う防災・

減災活動に対して補助金を交付

しました。 

１０５千円 

【財源内訳】 

 その他    60 千円 

一般財源   45 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

防災行政無線（移動系）デ

ジタル化整備事業 

新規 

 電波法改正に伴う新規格に対

応するため、移動系の防災行政

無線のデジタル化を実施しまし

た。 

２２，４７３千円 

【財源内訳】 

 一般財源 22,473 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

ＭＣＡ無線機整備事業 

新規 

 災害対策本部と避難所（各地

区公民館）との情報伝達手段を

確保するためＭＣＡ無線機を整

備しました。 

２，０３１千円 

【財源内訳】 

 一般財源 2,031 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

亀須・亀崎地区津波避難施

設整備事業 

新規 

 津波特定避難困難地域に津波

避難施設を建設するため、用地

を購入しました。 

２２，６１６千円 

【財源内訳】 

  一般財源  22,616 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

防災カメラ維持管理事業 

継続 

災害時において、員弁川・朝明

川・役場庁舎・高松海岸に設置し

１，５５３千円 

【財源内訳】 
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た防災カメラ４台が正常に稼働

するよう維持管理を行いまし

た。 

一般財源 1,553 千円 

 

 

７．教育費 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

基礎学力充実事業 

継続 

小・中学校に非常勤講師 12 人

を配置し、少人数授業等きめ細

かな指導体制を充実させ、基礎

学力の定着を図りました。 

８，１０３千円 

【財源内訳】   

一般財源 8,103 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

子どもの読書活動推進事

業 

継続 

幼稚園・小中学校に学校図書

館司書を配置し、園・学校図書館

運営の充実と子どもの読書活動

の推進を図りました。 

３，９９５千円 

【財源内訳】 

 一般財源  3,995 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

小中学校ＩＣＴ環境整備

事業 

継続 

令和元年 11 月から小・中学校

の教育用ＩＣＴ機器等一式をリ

ースし、情報活用能力の向上を

図りました。 

５０，１３２千円 

【財源内訳】 

 その他    500 千円 

一般財源  49,632 千円  

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

川越北小学校教室・職員室

増築他改修事業 

継続 

児童数増加に伴い、教室の増

設と職員室の増築等改修工事を

実施しました。 

１６１，４３９千円 

【財源内訳】 

一般財源  161,439 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

川越南小学校屋内運動場

照明器具ＬＥＤ化他改修

事業 

継続 

体育館の照明器具のＬＥＤ

化、天井ボード落下防止対策等

改修工事を実施しました。 

６２，８３２千円 

【財源内訳】 

一般財源  62,832 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

あいあいホール自主公演

事業 

継続 

あいあいホールで音楽や演劇

など様々な自主事業を開催し、

文化の振興を図りました。 

・自主事業開催回数 ６回 

２０，６４６千円 

【財源内訳】 

 その他  12,621 千円 

 一般財源  8,025 千円 

 

事業名 事業内容 令和元年度決算額 

総合センター外壁等改修 施設の安全対策と来館者の安 ４７，０７２千円 
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事業 

継続 

全確保のため、外壁等の改修を

実施しました。 

【財源内訳】 

 一般財源  47,072 千円 

  ※衛生費分含む 

 


